


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中富 2０９．９ 6．２５１４０ 5．２．５１６．４．０．０５１４．０．１．０５
七
四下富’２５２．５．２．１６１４９ 5．１．５１６．２．２．０７１４．２．１．１１



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鰯 元禄９年（1696） 正徳元年（1711） 宝暦５年（1755） 天保15年（1844） 安政４年（1857）川越藩における三富の新田開発（永浜）
111腱口岼 上富’八軒家|開発(見取場）40文 38文＊２畑畑畑畑畑敷々上中下下野屋 二妻判 文文女７１１２２２23文64文’６４文
鑑篝|騨縢亀中富村拾間林新田検地水帳(所沢市史） 上富村永帳(多福寺文書）史料
天保６未（1835）年３文増永
天保６未（〃）年５文増35文
弘化４未（1847）年３文増
開発とあって上、中、下、下犬の品等はない。多分延享４年（1747）の開発
（見取場）の分のことであろう。
碁１．
器２．
も、大名が軍役を負担する時にもｖこれを土台とする。
検
地
事
業
は
非
常
な
経
費
と
年
月
と
を
要
す
る
こ
と
も
原
因
で
は
あ
る
が
、
ま
た
大
名
が
無
断
で
や
っ
て
石
高
を
変
更
す
る
こ
と
は
許されないので一藩全体の検地の如きは容易に行われた
かった。しかし耕地の欠損も生ずれば新開地もできるの
で、部分的には度々行って修正をする必要があった。そ
の場合でも本来の石高は表向きには存置しておいて、石
盛
や
、
貢
租
の
率
の
方
で
手
加
減
を
し
た
り
し
た
。
そ
う
い
う
訳
で余り変化がないのではなかろうか。
結
三ｍ
以上元禄七年より九年に至る藩営新田開発としての一一一
富村に就て述べ、更にその後に於ける民営開発の状況を
主として開発耕地面積の大小より農民の階層分化の様子
を
眺
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
史
料
で
あ
り
浅
学
非
才
の
た
め
充
分
に
意
を
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
尚
時
間
的
制約もあり不本意ではあるが一応筆をおくことにする。
先学諸兄の御鞭燵を得て後日を期したい。（一九六二年
七月二七日）
註ｌ
菊
地
利
夫
氏
「
新
田
開
発
」
第
二
章
木
村
礎
、
伊
藤
好
一
氏
編
「
新
田
村
落
」
２
矢
嶋
仁
吉
博
士
箸
「
武
蔵
野
の
集
落
」八三
Hosei University Repository
３三富はサントメと読む。古くは「留」の字を書いたのもあ
る。「富」の起源については「三富開拓誌」に論語子路篇の
文を引用してあるが、脱字が多くて意味がとり難いのでそれ
を
補
い
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。
子適衛。門有僕。子日。「庶芙哉」。再有日。「既庶突。又
何加篇」日。「富之。」日。「既富笑。又何加篇。」日。「教
之。」
村を富ますことを第一とし又教学の中心として多福寺、多聞
院
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
岸伝平著「川越藩政と文教」（川越叢書第十巻）にも引用し
てある。
４
三
富
史
蹟
保
存
会
編
「
三
富
開
拓
誌
」
（三富史蹟保存会々長柳沢玄蔵氏が主に執筆しておられる）
５読史備要による。
６三富史蹟保存会編「一一一富開拓誌」
７
武
州
入
間
郡
武
蔵
野
上
富
村
検
地
帳
同
中
富
村
検
地
帳
同
下
富
村
検
地
帳
いずれも元禄九丙子年。（多福寺蔵文書）
８大沼田新田は多摩郡に属し多福寺より南方一○粁にある村受
新田。
ｇ砂川新田も多摩郡に属し多福寺より南西一五粁にある村受新
田。
⑩地方史研究協議会発行「地方史研究」蛆（一九六○年二月）
所
載
山
崎
護
哉
氏
「
検
地
と
土
地
所
有
か
ら
ゑ
た
武
州
入
間
郡
大
塚新田の地域構造」
、
大
塚
新
田
は
入
間
郡
に
属
し
武
蔵
野
台
地
北
東
部
多
福
寺
の
北
を
西
八粁。 法
政
史
学
第
一
五
号
八・四
右一一一新田共水田はなく畑の承で三富新田の場合とほ型同条件
の
所
Ｐ
、「武蔵野古来記」は前記「三富開拓誌」にあり。同書の編纂
後録によれば「武蔵野古来記は故山崎代助氏が生前浄書し置
きたるものを、山崎豊司氏から提供されたり」とある。
、上木之分は江戸廻しに而参申侯とあるがこれは江戸の材木
商より新河岸川を遡上し来てそれより陸路三富村へ運搬した
由。
必松平美濃守とは柳沢出羽守保明のこと。後松平の姓を許され
綱吉の吉の字をもらって吉保と称した。
お前掲「三富開拓誌」所載。多福寺蔵文書。
巧丑ノ開発とあるのは延享二年Ｃ七四五）乙丑の開発で、多
福寺蔵文書「入間郡下富村武蔵野新開検地野帳」と面積が一
致する。
Ⅳ
前
掲
「
三
富
開
拓
誌
」
一
二
七
頁
尚、前掲矢嶋博士の「武蔵野の集落」にもこれから引用し
て
お
ら
れ
る
。
烟前掲「三富開拓誌」一二八頁
Ｐ前掲矢嶋仁吉博士の「武蔵野の集落」
村
本
達
郎
箸
埼
玉
県
新
誌
（
日
本
書
院
の
郷
士
新
書
）
，
、「武蔵三芳野名勝図会下之巻」桜斎中島孝昌輯箸
（享和辛酉年の序文がある）
（埼玉叢書巻一、埼玉県史編纂事務所編輯者、柴田常惠、
稲村卸元）
皿
「
多
濃
武
の
雁
」
陽
盛
胤
繍
子
選
著
（宝暦三癸酉秋八月の序文がある）
（埼玉叢書、巻二、以下右に同じ）
翠所沢市史（昭和一一一一一年三月発行）一一一○二頁
お児玉幸多博士箸「近世農民生活史」一九頁
（都立松原高等学校勤務）
Hosei University Repository
